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強度近視の原発性開放隅角緑内障

第2 報 乳頭所見についての検討( 図3, 表4)
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要  約

強度近視の緑内障では乳頭所見が通常と異なることが知られている. そこで-8D をこえる強度近視の原発

性開放隅角緑内障(POAG)  40眼:A 群, 強度近視ではないPOAG 49 眼:B 群, 緑内障ではない強度近視88

眼:C 群の各について, 乳頭の立体観察を中心に検討した.A 群はB 群およびC 群に比べてC/D 比が大きく,

強度近視によるC/D 比の拡大に加えて,POAG による乳頭陥凹の変化が生じていると考えられた. 強度近視

で傾斜乳頭の場合,鼻側にundermining をもつことが多いが,緑内障の有無の鑑別には鼻側に加えて上耳側あ

るいは下耳側にもundermining をもつことが重要である. 傾斜乳頭ではない場合,B 群には全周の連続した

undermining: という典型的な緑内障性乳頭陥凹が35% にみられたが,A 群では1 眼もみられず,皿状の浅い乳

頭陥凹を呈したのみであった. notching の存在は強度近視のPOAG でも診断に有用であると考えられた.(日

眼 91 : 442-447, 1987)
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Abstract

The opitc discs of 40 high myopic eyes (-8.25D to ― 28.0D) with primary open angle glaucoma

(POAG)  were compared with those of 49 hyperopic, emmetropic and myopic eyes (  + 1.75D to -8.0D)

with POAG and those of high myopic eyes (-8.25D to ― 28.0D) without POAG. The mean C/D ratio

was 0.75 ±0.11 1n high myopic eyes with POAG compared with 0.61 ±0.17 1n high myopic eyes without

POAG(p<0.01).This finding suggests that myopic cups enlarge under the influence of increased

intraocular pressure. In high myopic eyes with POAG, when the optic nerve had an obligue insertion,

the nasal margin of the cup looked undermined, and when the optic nerve did not have an oblique

insertion,  there was a shallow cup without undermining of the cup wall. Notching of the neuroretinal

rim was rarely seen in high myopic eyes without POAG. In the eyes of POAG there was no significant

difference in the frequency of notching between high myopes and others. Notching is a diagnostic

feature that separates glaucomatous cups from myopic cups. (Acta Soc Ophthalmol Jpn 91 : 442-447,

1987)
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I 緒  言

原 発性開放隅角緑内障( 以下POAG と略 す) の診断

と治療に際しては, 視神経乳頭にみられる緑内障性変

化の詳細な観察が重要である. す なわち, 持 続する高

眼圧は乳頭陥凹の拡大に加えてundermining お よび

notching な ど と称される特徴的な乳頭陥凹の形状を

きたし, こ れは視野障害と密接な関係があ る1'からで

ある.

一九 強度近視眼では眼軸延長に伴い眼球が伸展す

る2)た め, 視神経乳頭の検眼鏡的所見は種々の程度で

変化する气 し たがって強度近視にPOAG を 合併した

場 合, 緑内障性乳頭陥凹の形成が強度近視ではない

POAG の 場 合 と 異 な るこ と は十 分 考 え ら れ る.

B 】ach4)は強度近視に合併したPOAG で は 乳頭陥凹が

浅く, 典型的な緑内障性陥凹を呈さないことが多い と

述べている. し かし, 強度近視のPOAG にお ける乳頭

変化を多数例について観察し, そ の特徴や頻度を検討

した報告はない. 今回は強度近視のPOAG の 視神経乳

頭を立体観察も含めて詳細に検討し, 強 度近視ではな

いPOAG お よ び緑内障を合併していない強度近視 と

比較の上,そ の特徴を知ることができたので報告する.

II 対 象 な ら び に 方 法

対象のうち, 東 京医科歯科大学眼科外来を受診中

の-8D を こえる強度近視のPOAG  25名40 眼 をA 群 と

した.B 群 は-8D 以 下の近視・正視・遠視のPOAG  27

名49 眼 である.B 群 は当科外来を受診中の前記をみた

す鬯者から, 無作為に抽出した. すなわち第1 報5)にお

けるB 群 から無作為に抽出したものが本論文におけ る

B 群 に相当する.C 群 は眼圧正常で, 強度近視による眼

底病変の他に眼疾患を認めない一8D を こえる強度近

視53名88 眼 で あ る.C 群 はA 群 で あ る 強度 近視 の

POAG の コント9- ルとするため, 年齢および屈折度

がA 群 と一致するよう無作為に抽出したものである.

い ずれの群においても著しい中間透光体の混濁のある

もの, 緑内障あるいは強度近視に起因する変化の他に

眼底病変のあるもの, お よび無水晶体眼は除外した.

なお, す べての屈折度は弱主経線の値を用いた.

各 群の平均年齢は,A 群44.6 歳,B 群49.5 歳,C 群

42.8 歳であった. 屈 折度は図1 の如 く,A 群が-8.5D

か ら-28D,  B 群 が+  1.75D か ら-8D,  C 群 が-8.5D

か ら ― 28D に 分布していた. 視野は, 緑内障であるA

群 とB 群 は湖畸分類に従って分類した.C 群 について
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図1 各群の屈折度分布

表1 各群の視野

35-(443)

A 群

B 群

40( 眼)

視野障害 無
内部 イソ

プクーのみ

内 部イソプク ー
及び周辺 イソプタ ー

(湖崎分類) I 皿 lib Ill, Illb IV V 。 V,, VI

A 群 1 6 8 11 7 0 0 6 I

B 群 21 13 2 7 3 3 0 0 0

C 群1 35 52 1 0 0 0 0 0

(数値 は眼数を示 す)

も近視性視野変化を周辺イソプターの異常の有無によ

り, 湖畸分類に従って二つに分類し, 各群におげる病

期の頻度を表D こ示した.

これらの症例に視力検査,屈折検査,アプラネーショ

ソトノメーターによる眼圧測定, ゴールドマン視野計

による動的量的視野測定, 緇隙灯顕微鏡検査および眼

底検査を行なった. 眼底は倒像鏡および直像鏡を用い

て観察した後, ゴールドマン3 面鏡と緇隙灯顕微鏡に

より視神経乳頭の立体観察を行なった. 全例にTop-

con TRC-SS 同時立体眼底カノラを用いてカラー眼底

撮影を行ない, 得られた写真をステレオビューアーで

立体観察した.

Ill 結  果

強度近視のPOAG の乳頭所見の特徴を検討するた



3←(444)

表2 各群のC/D 比
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C/D 比

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 計 C/D 比の平均

A 群

B 群

C 群

0  0  0  0  1  8  8 15 8

0  1  4  5  5  9  9 11 5

2  3  4  3 10 27 19 20 0

40(眼)

49( 眼)

88
( 眼)

0. 7 5 土0.  1 1

0. 6 3 土0.  1 9

0. 6 1 土0.  1 7

め, C/D 比, undermining お よびnotching の3 点 につ

き検討した. 乳頭陥凹の範囲はoptic pallor で は なく,

立体観察によるくぼみのedge を基 準に判定した慌C/

D 比 の 測定 においては水平C/D 比 を 用いた. under-

mining は乳 頭辺縁の下堀れであり, 乳頭面上の血管が

陥凹内からはい上がる際, い ったん消失してから再び

乳頭辺縁に認められることや, 立 体観察による陥凹面

の連続的な観察により判定 された1). 乳 頭陥凹が一方

向へ拡大し, 乳 頭辺縁が限局して菲薄化した所 見を

notching とし た气

1)C/D 比

各群のC/D 比を 表2 に示した.A 群 お よびB 群 の

C/D 比は いずれも0.8を 頂 点に分布していた. し かし

A 群がいずれも0.5 以上 のC/D 比を示しだのに対し,

屈折異常の軽いB 群ではC/D 比が0.4 以 下 と小さいも

のが10 眼(20.4%) に みられた. 眼圧正常の強度近視

眼であるC 群のC/D 比 は0.6を 頂点 とし, 0.5 から0.8

に 集 中してい るが, C/D 比 が0.9 に 達 し た症例は な

かった. 各 群のC/D 比 の平均値はA 群0.75 士0.11, B

群0.63 士0.19, C 群0.61 ±0.17 で あ り,A 群 とB 群,

お よびA 群 とC 群 との間にはいずれも有意差がみられ

た(p<0.01).

2) undermining

近 視眼でしばしばみられる視神経乳頭の傾斜は, un-

dermining の形 成に影響する可能性がある. ゆ えにこ

の報告では立体観察の際, 図2 の如く鼻側乳頭縁が耳

側乳頭縁によりも明らかに前方へ傾斜しているものを

傾斜乳頭群, そ のような傾斜のないものを非傾斜乳頭

群として分類した上で, undermining を検討した. そ

して, 強 い傾斜乳頭に際してみられる鼻側乳頭縁の岬

状の陥凹3)9)もundrmining とし て判定した.

傾斜乳頭群の頻度はA 群で26 眼(65.0%),  B 群 で15

眼(31.6%),C 群で54 眼(61.4%) であ った. 強 度近

視であるA 群とC 群ではいずれもほぼ等しい頻度で多

耳
側

ケ
鼻
側

し

傾斜乳頭

鼻
側

づ

非傾斜乳頭

図2 傾斜乳頭と非傾斜乳頭の模式図

耳
側

くみられるのに対し, 強 度近視でないB 群 には少な

かった(p<0.01). 各群におけるundermining の部位

と眼数を表3 に示した. undermining の部位は乳頭を

4 象限に分割し, 上 耳側・下耳側・上鼻側・下鼻側の

各につ き, undermining の有 無を判定した. undermin-

ing が4 象 限にわたってあるもののうち, 全周に連続

して認められるものは全周として区別した.

a) 傾 斜乳頭におけるunderming

A 群で は計22 眼(84.6%) にundermining が存 在し

たが, 全 周に連続してみられた症例は1 眼 もなく, 上

耳側・上鼻側・下 鼻側・下耳側 にみられたのが9 眼

(34.6%), 上耳 側・上鼻側・下鼻側にみられたのが2

眼(7.7%), 上 鼻側および下鼻側のみにみられたのが

11眼(42.3%) であ った.B 群で は計9 眼(60.0%)

にunderming が みられた. undermining は全 周に連続

してみられたものがI 眼(6.7%), 上 耳側・上鼻側・

下鼻側・下耳側が3 眼(20.0%), 上 耳側・上鼻側・下

鼻側が1 眼(6.7%), 上 鼻側・下鼻側・下耳側が2 眼

(13.3%), 上 鼻側および下鼻側のみが2 眼(13.3%)

であ った.C 群で は26眼(48.1%) に上 鼻側および下

鼻側のundermining がみ られたが, 眼圧・視野などに

緑内障を疑わせる所見はなかった. 傾 斜乳頭群でA 群

とC 群を比較すると,A 群 の方がundermining が高頻
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表3 各群におけるundermining

傾 斜 乳 頭 群 非 傾 斜 乳 頭 群

A 群

上 耳 側 ・ 上 鼻 側 ・ 下 鼻 側 ・ 下 耳 側 9

上 耳 側 ・ 上 鼻 側 ・ 下 鼻 側     2

上 鼻 側 ・ 下 鼻 側        11

な し              4

上 耳 側 ・ 上 鼻 側 1

な し     13

B 群

全 周              1

上 耳 側 ・ 上 鼻 側 ・ 下 鼻 側 ・ 下 耳 側 3

上 耳 側 ・ 上 鼻 側 ・ 下 鼻 側     1

上 鼻側 ・ 下 鼻 側 ・ 下 耳 側     2

上 鼻側 ・ 下 鼻 側         2

な し              6

全 周     12

上 耳 側     2

下 耳 側     3

な し     17

C 群
上 鼻 側 ・ 下 鼻 側        26

な し              28

上 耳 側     1

な し     33

度にみられ(pCO.Ol), し か も上鼻側および下鼻側の

みならず, 上耳側および下耳側にもundermining の み

られる例が多かった(p<o.oi).

b) 非頬 斜乳頭群におけるundermining

A 群で はundermining は 上 耳側および上鼻側に限

局してみられた1 眼(7.1%) のみであり, 残 りの13 眼

C92.9%) には 全くみられなかった.A 群でundermin-

ing のみ られなかった13眼 の視野は, 湖 畸分類Ila 期5

眼, lib 期1 眼, Ⅲa 期3 眼, Ⅲb 期2 眼,Vb 期2 眼

であり, 中期以上の視野障害が過半数を占めた. 図3

に は視野障害がVb 期 に進 行し てい るにもかかわら

ず, 乳頭にundermining を 全 く呈さない, 強度近視の

POAG に特 有な例の眼底写真を示した.B 群 では計17

眼(50.0%) にundermining がみ られ, undermining

が 全周に連続してあるものが12眼(35.3%), 上 耳側が

2 眼(5.9%), 下 耳側が3 眼(8.8%) で あ った.B 群

でundermining の み られなかった17 眼 の視野 は湖崎

分類I 期12 眼, Ila 期4 眼, lib 期1 眼であった.C 群

では1 眼(2.9%) に 上 耳側に限局した小さなunder-

mining が みられたのみであった. この例は眼圧・視野

に異常を認めなかった.

3) notching

各群 におけるnotching の 部位と眼数を表4 に示し

た.A 群 ではnotching が9 眼(22.5%) に みられ, そ

れらのnotching の部位は上耳側が3 眼, 下耳側が6 眼

(数 値は眼数を示す)
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図3 症例.27 歳女, 左眼. 屈折度-27D. 視野, 湖崎

分類Vb 期

であった.これらの例ではいずれもnotching の部位と

一致する視野異常が検出された.B 群ではnotching が

13眼(26.5%) にみられ, notching の部位は上耳側2

眼, 下耳側11眼, 下鼻側1 眼であった.1 例は同一眼

に上耳側と下耳側の2 ヵ所にnotching がみられた.



38 ―(446)

表4 各群におけるnotching

A 群

上 耳 側   3

下 耳 側   6

な  し   31

B 群

上 耳 側   2

下 耳 側   11

下 鼻 側   l

な  し   36

C 群
上 耳 側   1

な  し   87

(数 値は眼数を示す)

notching を もっ症例には, い ずれも対応する視野障害

があった.C 群では88眼 中1 眼(1.1%) にnotching が

みられたが, こ の症例は視野に異常がなかった. notch-

ing の頻度はA 群 とB 群に差が認められず,A 群 とC

群 ではA 群 に多く,B 群 とC 群ではB 群に多く, いず

れも有意の差が認められた(p<0.001).

IV 考  按

1)C/D 比

緑 内障では持続する眼圧上昇により, 乳頭陥凹の拡

大を きたす1). 一 方近視ではいわゆる近視性乳頭陥凹

を呈し, C/D 比 が大きくなることが知られている10).

今回 の症例でも,眼 圧正常の強度近視眼であるC 群 は,

C/D 比が0.61 と, これまでの報告にある一般集団にお

ける値11)より大きい値を示していた. 近視による乳頭

陥凹の拡大をすでに呈している例に緑内障が合併した

場合,乳 頭陥凹がどのように変化するかを知るために,

A 群 とC 群を比較した. 強度近視にPOAG を 合併した

A 群は, 緑内障のない強度近視であるC 群 に比べ,C/

D 比は さらに拡大し平均0.75 であ った. このことから,

強 度近視のPOAG で あ っても眼圧上 昇に伴 う乳頭陥

凹の拡大が起こることがわかった. し たがってC/D 比

の 定期的な計測は, 強度近視のPOAG の進 行を把握す

る上で重要であると考えられた.

2) undermining

undermining につ いては, 傾斜乳頭と非傾斜乳頭の

両者に分類して検討した. 傾斜乳頭とはここでは, 近

視眼によくみられる, 乳頭面が鼻側から耳側へと後方

に傾斜し, 鼻側乳頭縁が前方に隆起する一方で, 乳頭

陥凹は比較的なだらかに耳側へ至る形態3)の ものとし
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だ. 乳頭がこのように傾斜していると, 鼻側にはun-

dermining が形 成されやすいが, 耳 側にはundermin-

ing が 形 成されにくいと考えられる. し たがってun ・

dermining につ いて検討するには, 傾斜乳頭であるか

否かを考慮する必要がある.

また乳頭の傾斜が強い症例では, 鼻側の隆起した乳

頭縁は岬状の陥凹壁を形成し, 乳頭面上の血管の走行

も変化する3)93た め, 立 体観察を行なっても緑内障にみ

られるundermining と の区別が困難な例がかなりあ

る. 強 度近視にみられる鼻側乳頭縁の岬状の陥凹壁も

undermining の 範 ちゅうに含め るこ とは一一般的では

ないが, こ れまでに述べたような理由にもとづき, 乳

頭面状の血管の走行および陥凹面の連続性が途切れて

観察された場合はすべてundermining と判 定した.

このような基準にしたがって, まず傾斜乳頭群につ

いて検討する.C 群 の48.1% が鼻 側に限局したunder-

mining が あると判定されたが, この群は眼圧・視野な

どに緑内障の可能性を示す所見はないので, 乳頭の変

化は強度近視に伴 う眼軸延長に起因するとして良いで

あろ う.

一 方,A 群 では鼻側のみあるいは鼻側とその他の部

分にundermining を 認めたのは84.6% に達し,C 群に

おけるより高頻度であった. こ のことから,A 群にお

け る鼻側 のundermining は 強 度近 視に よる 変化 と

POAG に伴 う変化の両者によるものと思われる. また

C 群 と比較して,A 群 は上鼻側および下鼻側に加えて

上耳側あ るいは下耳側に もundermining を 呈してい

る例が多い. こ のように鼻側以外にundermining の み

られることが, 強 度近視で傾斜乳頭の場合, 乳頭陥凹

が単なる近視性変化ではなく, 緑内障性変化であるこ

との鑑別点となりうる.

なお, 傾 斜乳頭群では全周に連続してundermining

を 認めたのはA 群 にはl 眼 もなく,B 群に1 眼 のみを

認め, 全 周のundermining は起 こりにくいのが傾斜乳

頭群の特徴であった.

非 傾斜乳頭 群で は,B 群 の35.3% に 全 周のunder-

mining とい う最も典型的 な緑内障性乳頭陥凹を認め

た. 一 方,A 群 では7.1% で上方 に限局したundermin-

ing を 認 めるのみであり, 残 りの92.9% は全 くunder-

mining を 呈していなかった.B 群 でundermining を

全 く認めなかった症例は, 鬚 崎分類Ilb 期 を呈した-8

D の近 視眼の1 例を除く と, い ずれもI 期 あるいは

Ila 期 の 視野にとどまっていた. こ れに対してA 群で

は, undermining を 全 く呈していない症例でもma 期
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以上すなわち中期から末期の視野障害が過半数を占め

た.A 群 のような強度近視のPOAG で 傾斜乳頭の認め

られない場合, 視 神経萎縮が進行し, 視 野障害が顕著

であっても, 乳 頭陥凹にはundermining を 呈 さないこ

とは, 臨 床において重要であり, 注 意を要する.

undermining の 所 見が強度近視の有無により異な

る理由としては, 強度近視眼の視神経乳頭の解剖学的

特徴が考えられる. Goldmann12)13) に よれば, 前 節板部

の厚さは正常眼で平均0.72mm で あ るのに対し, 強 度

近視眼では平均0.39mm と菲薄化している. こ のよう

に前飾板部の厚さが薄いため,強 度近視のPOAG 眼で

はundermining が生 じにくく, とくに非傾斜乳頭群で

は視野障害が中期あるいは末期になって払 乳頭所見

はいわゆる皿状陥凹にとどまると考えられる. 傾斜乳

頭眼で耳側にundermining が 起こりにくいことも, 同

様に前節板部の厚さと関連している可能性がある.

3) notching

notching の形 成は緑内障性乳頭陥凹の所見とし て

重要であり, 視野障害との関連も深い8).こ の報告では

notching の頻度が,A 群で22.5%,  B 群 で26.5% と差

がなかった. またC 群 には1.1% でnotching が みられ

たのみであり,強 度近視眼の場合もnotching の存 在は

緑内障の診断に有用であると考えられた.

V 結 ゛口ゝ   口口

-8D をこ える強度近視のPOAG25 名40 眼 の視神経

乳頭につ き,強度近視ではないPOAG  27名49 眼 お よび

緑内障ではない強度近視53名88 眼と比較検討し, 以下

の結論を得た.

1) 強 度 近 視 のPOAG で は, 強 度 近 視 で は な い

POAG お よび緑内障ではない強度近視眼と比較して,

C/D 比 が大きかった. 強度近視のPOAG で は, 近視に

よる乳頭陥凹 の拡大に加えて, 緑内障による視神経乳

頭の変化が生じていると考えられた.

2) 強 度近視のPOAG では, 傾斜乳頭の場合, 鼻 側

にundermining を もつことが多いが, 緑内障の有無の

鑑別には, 鼻側に加えて上 耳側あるいは下耳側にも

undermining を もつことが重要である. 傾斜乳頭では

ない場合, 全 周の連続したundermining は, 強度近視

ではないPOAG の35% に みられた. し かし, この最も

典型的な緑内障性乳頭陥凹が, 中期以後の視野障害を

多く含む強度近視のPOAG で は1 眼 もみられないの

が特徴であった.

39ソ447)

3)  notching は 緑 内 障 で は な い 強 度 近 視 で は ほ と ん

ど み ら れ ず, 強 度 近 視 のPOAG で は, 強 度 近 視 で は な

いPOAG と ほ ぼ 同 じ 頻 度 で み ら れ た. よ っ て 強 度 近 視

眼 の 場 合 も, notching の 有 無 は 緑 内 障 の 診 断 に 有 用 で

あ る と 考 え ら れ た.

稿 を 終 える に あた り, 所 敬 教 授の 御 指導, 御 校閲 に 深謝

いた し ます. また 本研 究 は文 部 省 科学 研 究 費 補 助 金 奨励 研

究60771395 お よ び厚 生 省 特定 疾 患 「 網膜 脈 絡 膜萎 縮 症調 査

研究 班 」( 班長 中 島 章 教授) の援 助を 受 け た. な お 本論

文 の 要 旨 は 第38 回 日 本 臨 床 眼 科 学 会 グ ル ープ デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン( 昭和59 年9 月21 日札 幌) に て報 告 し た.
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